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【研究の目的】 
 近時のグローバル化において、消費者取引はますます国境を越えてなされるようになり、同様に国際
的な紛争も増加している。これに関連して、わが国の消費者契約法も、そのような傾向に対応して、規
制枠組みの見直しについて継続して議論されているところである。そこで、本研究は、比較法的視点か
ら多様な研究を行い、消費者契約法に関する基本的制度のあるべき姿を追求することを目的とする。 
 
【研究活動及び成果】 
 昨年度に引き続き今年度も、代表者の宮下が研究代表者を務める科研費プロジェクトと共催の形で国
内研究会及び国際セミナーの開催を計画していたが、コロナ禍で国内の移動も制限され、かつ、海外か
ら招聘が叶わず、また、オンラインでは十分な議論をすることも見込めないことから、開催を見送った。
コロナ禍による移動制限が完全に解消されれば、いずれも開催したいと考えている。 
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